
様式第１号（第４条関係）

平成２２年度鳥取県「鳥取力」創造運動支援補助事業計画書

区 分 内 容

１．事業の区分 ■ スタートアップ型 □ 発展型

２．事業の名称 とっとり県民の日記念フォーラム

３．事業の目的
県民とともに「鳥取力」を考えるため、「食のみやことっとりの魅力」

をテーマにフォーラムを開催する。

４．実 施 体 制

ＮＰＯ法人○△（申請団体）
責任者（１名）：実施に関する責任者
事務局（２名）：主に他団体、出演者や参加者への連絡調整
運営（５名） ：企画や当日運営
広報（２名） ：参加者募集等の広報

○□（協力団体）
事務局（１名）、運営（２名）

５．事 業 内 容

(①実施予定日、②対象者、参加（予定）人数、③開催場所、④事業概要など

を記載)

①実施予定日

９月１３日午後

②参加者（参加人数）
農業団体、商工団体ほか県民の皆さん（３００名程度）

③開催場所
倉吉未来中心小ホール又は倉吉体育文化会館又は倉吉市内施設

④事業概要
・構 成 基調講演及びパネルディスカッション
・テーマ 「食のみやこ とっとりの魅力」
・出演者 ○○、○○、○○
※会場では、「食のみやこ」に関するパネル展示も実施

６．特 殊 性

（発展型のみ記載）

(これまでの活動の発展性、他のモデルとなるような先駆性、将来性など記載)

記入例：スタートアップ型でイベントを実施する場合

スタートアップ型の方は記入不要です

団体のことが分かる書類（規約、活動報告、活動計画など）を添付してください

詳細が決まっていない場合は、「何月頃」

という書き方でも構いません

書ききれない場合は「別

添」と記載して、事業計画

や既存資料を添付してい

ただいても構いません。

「○○（目的）のために△△（事業）

を行う」という趣旨の書き方をお勧

めします。

「スタートアップ型」に

チェックを入れます

決まっていない場合は、

「未定」でも構いません

できる限り具体的にご

記載ください



様式第２号（第４条関係）

平成２２年度鳥取県「鳥取力」創造運動支援補助事業収支予算書

収入の部 （単位：円）

区 分 予算額 積算内訳

県 補 助 金 100,000

自 己 資 金 10,000 会費 1,000円×10人

参 加 費 150,000 入場料 500円×300人

その他の収入 5,400 寄付

合 計 265,400

支出の部 （単位：円）

区 分 予算額 積算内訳

講師謝金 160,000
基調講演 80,000円×1人

パネリスト 20,000円×4人

講師旅費 5,580
鳥取⇔倉吉 1,380円×1人

米子⇔倉吉 2,100円×2人

会場使用料 3,000 概算

チラシ作成費 70,000 チラシ 7円×10,000枚

通信費 1,200 講師連絡費 80円×15回

ボランティア保険料 4,620 保険料 420円×11人

看板設置料 21,000 会場看板設置

合 計 265,400

イベントの際に、よく出てくる経費は、①講師謝金、②講師旅費・宿泊費、③会場で使う消耗品や

参加者資料用の紙類、④募集チラシの印刷製本費、⑤講師との連絡や参加者募集チラシ郵送のための

通信費、⑥荷物運搬のための運搬費、⑦募集広告掲載費、⑧謝金や費用の振込手数料、⑨ボランティ

ア又はイベント保険料、⑩会場設営や専門業者への委託費、⑪会場使用料などです。

また、会場によっては、使用料の他に別途暖房冷房料や電気使用料がかかるところもあります。

経費について、事前に確認をするか、不足することのないように概算で積算をお願いします。



様式第１号（第４条関係）

平成２２年度鳥取県「鳥取力」創造運動支援補助事業計画書

区 分 内 容

１．事業の区分 ■ スタートアップ型 □ 発展型

２．事業の名称 ○○地域活性化プロジェクト

３．事業の目的
○○地域の活性化のために、テーマを決めて○○を複数回開催し、活動

の気運を高める。

４．実 施 体 制

ＮＰＯ法人○△（申請団体）
責任者（１名）：実施に関する責任者
事務局（１名）：主に他団体や参加者への連絡調整
運営（２名） ：企画や事業運営
広報（１名） ：参加者募集等の広報

○□（協力団体）
運営（２名）

５．事 業 内 容

(①実施予定日、②対象者、参加（予定）人数、③開催場所、④事業概要など

を記載)

①実施予定日

７月から月１回開催

②参加者（参加人数）
県民の皆さん（各回２０名程度）

③開催場所
県内各地

④事業概要
・その都度テーマを決めて、先進地見学、発表会、勉強会、イベ
ントなどを実施する。

６．特 殊 性

（発展型のみ記載）

(これまでの活動の発展性、他のモデルとなるような先駆性、将来性など記載)

記入例：スタートアップ型で恒常的な活動を実施する場合

スタートアップ型の方は記入不要です

団体のことが分かる書類（規約、活動報告、活動計画など）を添付してください

詳細が決まっていない場合は、「何月頃」「○

回開催」という書き方でも構いません

書ききれない場合は「別

添」と記載して、事業計画

や既存資料を添付してい

ただいても構いません。

「○○（目的）のために△△（事業）

を行う」という趣旨の書き方をお勧

めします。

「スタートアップ型」に

チェックを入れます

決まっていない場合は、

「未定」でも構いません

できる限り具体的にご

記載ください



様式第２号（第４条関係）

平成２２年度鳥取県「鳥取力」創造運動支援補助事業収支予算書

収入の部 （単位：円）

区 分 予算額 積算内訳

県 補 助 金 100,000

自 己 資 金 0

参 加 費 36,000 200円×180人

その他の収入 26,960 寄付

合 計 162,960

支出の部 （単位：円）

区 分 予算額 積算内訳

講師謝金 40,000 勉強会 10,000円×1人×4回

講師旅費 6,960
勉強会 鳥取⇔倉吉 1,380円×2人

勉強会 米子⇔倉吉 2,100円×2人

会場使用料 13,000
勉強会 2,000円×4回（概算）

発表会 5,000円×1回（概算）

チラシ作成費 63,000 チラシ 7円×1,000枚×9回

通信費 20,000 通信用郵券代 概算

資料印刷費 20,000

合 計 162,960

恒常的活動の経費を計上する際に注意していただきたい点は、補助対象外の経費についてです。

①団体の事務所などの運営に対する賃料、電話代、光熱水費、ガソリン代等や補助対象事業のみに

使用したかどうか確定できないような経費

②人件費（団体構成員以外の講師に対する謝金は可） 
③食糧費（事業実施に不可欠なものは可）

などは、対象外となりますのでご注意ください。


